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 第１章「人事制度改革の詳細と意図：ある企業の事例から」は、ある企業を対象として、過去 10 年分の人事部の
資料・マニュアルの読解や整理、人事担当者への聞き取り調査などから、「成果主義」的制度改定の詳細、つまり制
度改定の具体的内容とその目的を明らかにした。特に、評価の役割の明確化、評価と報酬の連動の簡明化、目標管理
制度の役割強化などの改定により、組織の目的達成のために、行動指針がより正確に前線へ伝達されるようにするだ
けでなく、前線の情報を中央に送るという流れもより効率的にすることが、制度改定の目的であったことを示した。 
 第２章「制度改定による賃金構造の変化：『非年功化』のパネル分析」は、いわゆる「成果主義」的人事処遇制度
改定が賃金の実態に与える影響を、４年半分の企業内人事マイクロデータをパネル分析することで計測している。推
定から、賞与決定において年功的要素が弱まり、業績評価の効果が強まったことを示し、先行研究ではほとんど確認
されてこなかった「制度改定による実態の変化」を統計的に捉えた。 
 第３章「従業員の労働意欲と不安」では、人事マイクロデータとアンケートデータを従業員ごとにマッチし、従業
員の労働意欲と不安・ストレスの決定要因を同時方程式の推定から探り出した。従来の研究とは異なり、職場の支援
や仕事の内容（裁量や特性）についてのマネジメントが重要であることを示した点に大きな貢献がある。 
 第４章「個人の生産性と賃金：ある年俸制の企業のパネル分析」では、賃金制度として「年俸制」を採用している
企業を対象に、人事マイクロデータからパネルデータを作成し、個人の賃金と生産性の実態を分析した。分析の理論
的視点は、年功的賃金に関する人的資本理論とインセンティブ仮説である。ホワイトカラー業務において個人ごとの
生産性を測定することは容易ではないが、年間獲得付加価値額という変数を個々人の生産性の指標とした点で画期的
である。推定の結果、賃金プロファイルは右上がりであるが、生産性プロファイルは少なくとも右上がりではないと
いうこれまでの常識を覆す可能性がある事実を発見した。 
 本研究は、調査対象企業数が限られるなどの限界を持っているが、人事マイクロデータという精緻かつ客観的なデ
ータの統計的分析のみならず資料分析や聞き取り調査に基づいた質的分析も行っていること、また、それらのデータ
と資料の質において他に類を見ない研究となっていることを評価し、審査委員会は一致して提出された論文は博士
（国際公共政策）の学位を授与するに値すると認定した。 
